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B．測定法1（情報処理）

　一18－　　RI動態解析における最適サンプリング条

件の設定
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　各種臓器機能や循環動態の解析法としてRIトレー
サ動態曲線‘こコンパートメント・アナリシスを適用す

る方法が汎用されているが、本解析に最適なサンプリ

ング間隔やサンプル数の設定に関して統計的な考案を

おこなった報告は殆んど見当らない。本研究では、ト
レーサ動態曲線が表わす指数関数y（t）＝ΣAie一αib

同定に最適なサンプリング条件について、Fisherの

情報量およびCramelr　－Ra・の不等式を用いて理論的な

検討を加えた。

〔方法〕　　RI計測値にはボアソン・ノイズが重畳

しているため、時刻tj‘こおける観測量がnjである確

率は、その期待値を〈nj＞とすれば

　　・（・j）－e－⇔ギ

であらわされ観測ベクトル（n1，n2，…，nm）に対す

る尤度関数は

　　L．e－S〈nj＞・〈n1＞nk・ジ・…〈nm＞nm

　　　　　　　　ni！　n2！　一一・…　nm！

となる。これによりFisherの情報量1（のが定義され

るが、Crarndr－Ra。の不等式より1（e｝の逆行列の対角

成分にeの有効不偏推定量が得られる。こSでeは未
知のパラメータで、｛Ai｝，｛αi｝に相当する。

〔結果・考按〕　　｛A洛種のテスト関数を用いて数値

実鹸を行なった結果、次のことが明らかになった。

（1）サンプル数に応じて最適なサンプリング間隔が存在

するが、サンプル数が充分大きいときは最適なサンプ

リング間隔の時間帯が広くなる。（2｝観測時間を一定に

すれば、各パラメータの分散はサンプリング間隔によ

らずほs“一定である。（3洛パラメータの推定の信頼性

を回上させるためには観測時間の増加をはかる必要が

ある。（4脂数項の数が増加すると各パラメータの分散

は大きくなる。

　（B）133Xelこよる脳循環動態解析と1311－hipp．‘ζよる

腎動態解析における最適サンプリング条件‘こついて検

討した結果、観測時間は前者で15～20分、後者で

20～25分必要であり、サンプル数を減らしてもパラ

メータ推定精度‘こ大きな影響を与えないことが明らか

‘こなった。

　一19一　ミニコンシステムの構成とデータ処理機能

について
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　今日各種のミニコンが開発され広く利用されている

が，そのデータ処理機能は機器構成と組み込まれるソ

フトウエアによりかなり異なるo今回，横河ヒユーレ

ツト・パッカード製YHP－2ユ00Sと東芝製TOSB
AC－40　CをそれぞれCPUとする2つのシステムを
組む機会を得たので，その機能と特長について報告す

る。YHP－2エoos（24　Kvv・ユ6biDをcPuとするs

－ 210サイエンスアプリケーシヨンシステムは5MB．

のディスクを補助メモリーとし，紙テープリーダ，カ

セット磁気テープ装置および高速プリンターなどの周

辺機器をつないでいる。なお簡易ディスプレイ装置も

付加したoソフトウエアはDOS一皿を中心にデータフ

アイル作成検索用のエMAGE－2100やカセツト磁気テ

ー プ読込み用のプログラムを開発内蔵させている。こ

の装置の特長はプログラムの開発およひデータ変換な

どに特に便利であると同時にシンチカメラデータなど

はカセット磁気テープを媒体としてoff－lineで処理

可能とした。一方，TOSBAC－40C（20　KW・ユ6

bit）をCPUとする核医学データ処理用DAP－5000

Nシステムは24MBのディスクと磁気テープ装置を

補助メモリーとし，グラフイツクテイスブレイを出力
装置とした，on－1inθでのシンチカメラデータ処理装

置として開発されたものである。したがつて専用のソ

フトウエアNUMOSを中心に稼動しているo今回，本

装置にマークカードリーダを付加するとともにディス

クを交換してDOS－40（E）システムにすることによS

このDOS管理下でマークカードによる患者登録および

論理診断プログラムの開発を行なつた。このプログラ

ムはマ　“”クカード方式によるデータ入力とレポート作

成および論理診断結果をreal　timeで出力する一連の

過程を含んでいる。現在，脳および肝について尤度法

に基づいた診断プログラムを開発し利用している。こ

のように機器構成の種類とそれらに対応したプログラ

ムの充実により，ミニコンの磯能は広範なものとなり，

より有効な利用が可能となる。
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